
 

 

 

 

 

 各地の取り組みを紹介します！  

★宮崎 

 

１１/9 の行動には医師、看護師、事務など２０名が参

加しました。ハンドマイクや横断幕、プラカードを掲げ、

『憲法を蹂躙し、国民の声を無視し、政治を私物化する、

この安倍政権に、未来を託すわけにはいかない。市民の

皆さんと一緒に、安心してくらし続けることのできる社

会・政治にしてきましょう！』と訴えました。 

（宮崎生協病院） 

 

★長崎 

「戦争する自衛隊」にしていいのですか 安倍９条改憲は、 「海外で戦争する国」への道 ③より 



★福岡 

 

11 月 3 日（金・祝）「憲法集会」が全国

各地で開催されました。福岡県では、福岡市

と北九州市の 2 カ所で「安倍改憲 NO！県

民集会」が開催され、福岡・佐賀民医連から、

それぞれ 100 名以上参加をしています。 

福岡県民集会では、国連平和大使の女子高

校生、吉原未来さんがリレートークで発言し

「核兵器禁止条約に参加してない日本がお

かしいと思いこの集会に参加しました。当た

り前の日常が続く平和を守りたい。『微力だ

けど無力ではない』を合言葉に平和への思い

を広げ続けたい。」との訴えが参加者の感動

を呼びました。福岡も北九州も、集会後はパレードを行い、「憲法守ろう」「9 条守ろう」「野党は

共闘」と声を響かせました。街頭からの応援や、子連れママさんの飛び入り参加など、嬉しい場面

も！ 

10/22 投開票の衆議院選挙の結果を受けて、安倍政権は国民の信任を受けたと言い、9 条改憲

の動きを加速させてくることが予想される今、市民と野党の共闘で「安倍 9 条改憲 NO！」の運

動をさらに広げる必要があります。各法人・事業所などで、引き続き「安倍 9 条改憲 NO！全国

統一署名」を広く訴えるとりくみを行いましょう！ 

 

 

★京都 
平和塾第 4 講座が１０月２６日に行われました。講座では、3 つの講演－磯野理先生による「チ

チハル毒ガス遺棄の実態とその被害救済の取り組み」、小畑哲雄さん(八幡平和委員会)による「私

の 15 年戦争」、平井美津子先生(中学校教師)による『日本による朝鮮支配と真の開放』と、各受

講生によるレポート発表を通して、日本とアジアの近現代史と加害、「戦争」の実態について学び

ました。 

小畑さんの「戦争体験は一人一人違う」という言葉が

印象的で、戦争は一人一人の一度しかない人生を奪い狂

わせるということへのリアルな想像とその重みを自分に

引きつけて考えることが大切だと思いました。また戦争、

加害の歴史と向き合わないことの延長線上に次の戦争へ

続く道があるのだという感覚を得ました。（京都民医連第

二中央病院） 

 

各地のとりくみ・ニュースを min-syaho@min-iren.gr.jp（国民運動部）までお寄せください。 
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